
◆先行事例（都道府県、市町村）での評価基準（評価実施要領等）の比較一覧

設置団体名

法人名（病院数）

評価基準の名称

上記規定の構成 １趣旨 １評価の基本方針 １趣旨
（項目名） ２評価の基本方針 ２各事業年度に係る業務の実績に関する評価の方法 ２評価の目的

３評価の方法 ３評価の種類等

４項目別評価の具体的方法 ４評価の方法
５全体評価の具体的方法 ５評価結果の取扱等

６年度評価の具体的な進め方とスケジュール ６評価の方法の継続的な見直し

附則

基本的な考え方 ○ ○ 公共性、透明性の確保 ○

○

趣旨 ○

目的 ○

基本方針

など ○ 評価の方法は、必要に応じて見直す。

評価の種類 事業年度評価 事業年度評価 事業年度評価

中期目標期間評価 中期目標期間評価 中期目標期間評価

評価の方法 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順

①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】

具体的方法 ・小項目ごとの進捗状況をⅠ～Ⅴの５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況を１～４の４段階評価

評価基準 Ⅴ Ｓ 4

など Ⅳ Ａ 3

Ⅲ Ｂ 2

Ⅱ Ｃ 1

Ⅰ Ｄ

・小項目ごとにウエイト付け

②評価委員会の小項目別評価 ②評価委員会の小項目別評価 ②評価委員会の小項目別評価

(①と同じ） (①と同じ） (①と同じ）

③評価委員会の大項目別評価 ※大項目評価はなし ③評価委員会の大項目別評価

大項目ごとの進捗状況をＳ・Ａ～Ｄの５段階評価 大項目ごとの進捗状況を①～⑤の５段階評価

Ｓ ⑤

Ａ ④

Ｂ ③

Ｃ ②

Ｄ ①

・小項目ごとのウエイトを考慮

・ウエイトは法人が各項目の重要性を勘案し

あらかじめ設定

④評価委員会の全体評価 ③評価委員会の全体評価 ④評価委員会の全体評価

・上記①～③の結果を踏まえ記述式で総合的に評価 ・上記①～②の結果を踏まえ記述式で総合的に評価 ・上記①～③の結果を踏まえ記述式で総合的に評価

・全体評価は、法人化を契機とした病院改革の

取組を積極的に評価する。

※上記の項目別、全体評価ごとに[留意点]を記載。 ※評価項目及びその評価の判断目安を別様にて

詳細に記載（別表第１～第４まで）

(参考)評価の項目数 ９９項目 １４項目（中期計画の中項目） ７７項目

評価の進め方 ○業務実績報告書の作成→提出【６月末まで】 ○業務実績報告書の作成→提出【６月末まで】 ○業務実績報告書の作成→提出【６月末まで】

○評価委員会の調査・分析、聴取【７～８月】 （必要に応じ参考資料を評価委員会へ提出） ○評価委員会の調査・分析、聴取

評価の時期 ○評価委員会病院部会の審議 評価（案）作成 ○評価委員会の調査・分析、聴取 ○評価委員会で評価を決定後、知事へ送付・公表

スケジュール ○法人の意見申立の機会の付与 ○法人の意見申立の機会の付与

など ○評価委員会で評価を決定後、知事へ報告【９月】 ○評価委員会で評価を決定後、知事へ報告・公表 ※評価の実施時期は 各事業年度 中期目標期間

※業務実績報告書の提出以外は時期の記載なし 終了後の概ね５月以内

特記事項 ○評価結果の活用

評価委員会は評価実施の際、従前の評価結果等の

評価結果の活用 法人の業務運営への活用状況等を確認する。

など

評価方法の見直し 記載なし 記載なし 評価方法の継続的な見直しを規定

規定 ・必要に応じて見直しを行う。

その他

資料７

年度計画及び中期計画の進捗状況等を評価し、組
織・業務等に関する改善すべき点等を明らかにす
ることにより、法人運営の質的向上や病院改革の
推進に資する。
府民への説明責任の観点から、法人の取組状況等を
分かりやすく示す。

県民の視点に立ち、財務評価のみならず、社会的
な観点から評価する。

法人の業務運営の自主的、継続的な見直し及び改
善を促す。

法人の業務の質の向上、効率化、透明性の確保に
資することを目的として行う。

原則、小項目別評価の評点の平均値で区分

中期計画の進捗は優れて順調

中期計画の進捗は順調

中期計画の進捗は概ね順調

中期計画の進捗はやや遅れている

中期計画の進捗は遅れている 1.8以下

1.9～2.2

2.3～2.6

2.7～3.0

3.1以上

年度計画を十分に達成

年度計画を概ね達成

年度計画をやや未達成

年度計画を未達成

年度計画を大幅に下回っている

年度計画を大幅に上回って実施

年度計画を上回って実施

年度計画を順調に実施

年度計画を十分に実施できていない

おおむね計画どおり

年度計画を十分に実施できていない

年度計画を大幅に下回っている

特筆すべき進捗状況

計画どおり

地方独立行政法人宮城県立こども病院の業務実績に関す
る評価の考え方について

地方独立行政法人岡山県精神科医療センターの業務の実
績に関する評価の実施基準

・５病院の連携など

・法人運営における自律性・機動性の発揮

・財務内容の改善

・病院運営の透明性の向上

大阪府

地方独立行政法人大阪府立病院機構にかかる年度評価の
考え方について

やや遅れている

重大な改善事項あり

年度計画を大幅に上回って実施

年度計画を上回って実施

年度計画を順調に実施

宮城県 岡山県

大阪府立病院機構（５） 宮城県立こども病院（１） 岡山県立精神科医療センター（１）
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◆先行事例（都道

設置団体名

法人名（病院数）

評価基準の名称

上記規定の構成

（項目名）

基本的な考え方

趣旨

目的

基本方針

など

評価の種類

評価の方法

具体的方法

評価基準

など

(参考)評価の項目数

評価の進め方

評価の時期

スケジュール

など

特記事項

評価結果の活用

など

評価方法の見直し

規定

その他

１評価の趣旨 １趣旨 １評価の趣旨

２評価の実施 ２評価の着眼点 ２評価の方法
３項目別評価の基準 ３評価の時期 ３評価日程及び提出書類

４その他 ４評価方法 ４その他
５通知

６報告及び公表

７その他

○ 評価の着眼点 ○

(1) 機構に対する県民の信頼を高めること。

(2) 機構職員のモチベーションを高めること。 ○ 県民への説明責任を果たす。

(3) 機構運営に必要な支援を県が理解すること。

事業年度評価 事業年度評価 ※暫定評価を実施 事業年度評価

中期目標期間評価 中期目標期間評価 ※暫定評価を実施

○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順

①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】

・小項目ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況をＡ～Ｃの３段階評価 ・中期計画の中項目（医療の提供は小項目）

Ｓ Ａ ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価

Ａ Ｂ Ｓ

Ｂ Ｃ Ａ

Ｃ Ｂ

Ｄ Ｃ

Ｄ

②評価委員会の小項目別評価 ※小項目評価はなし ②評価委員会の項目別評価

(①と同じ） (①と同じ）

・ＳとＤの評価は、評価委員会が特に認める場合 上記評価基準は、別表においてその判断の

目安（説明）を記載。

※大項目評価はなし ※大項目評価はなし ※大項目評価はなし

③評価委員会の全体評価 ②評価委員会の全体評価 ③評価委員会の全体評価

・上記①～②の結果を踏まえ記述式で総合的に評価 ・上記①を基に業務全般について総合的に評定し ・上記①、②を踏まえ中期計画の大項目の観点

記述式で評価 から業務全般を記述式で総合的に評価

※暫定評価

・次年度の法人の業務運営に反映させるため

上記に準じた報告書に基づき評価。

３５項目（中期計画の中項目） ８６項目 ４１項目（中期計画の中項目、医療の提供は小項目）

記載なし ○業務実績報告書の提出【６月末】

○評価結果の通知（遅滞なく） ○評価の実施【７月】

○報告及び公表（遅滞なく） ○評価の決定【８月】

○評価結果の通知及び報告、公表【８月】

○様式（実績報告書並び評価結果報告書）を規定。

評価方法の継続的な見直しを規定 評価方法の継続的な見直しを規定 評価方法の継続的な見直しを規定

・ ・本実施要領は必要に応じて見直すものとする。 ・

事業の実施状況、財務状況、法人のマネジメント
の観点から、業務全体について総合的な評価を行
い、法人の業務運営の改善・充実に資する。

法人の業務の質の向上や業務運営の改善及び効率
化に資する。

特に優れた実績を上げている

年度計画どおり実施している

概ね年度計画を実施している

年度計画を十分には達成できていない

業務の大幅な改善が必要である

計画に対し十分取組み、成果も得られている

計画に対し十分取組んでいる

計画に対する取組は十分でない

実施状況が特に優れている

実施状況が優れている

実施状況が順調である

実施状況が劣っている

実施状況が著しく劣っている

地方独立行政法人静岡県立病院機構の事業年度の業務実
績に係る評価要領

地方独立行政法人山梨県立病院機構の各事業年度に係る
業務実績に関する評価基準

地方独立行政法人秋田県立病院機構の各事業年度に係る
業務の実績に関する評価基準

秋田県 静岡県 山梨県

秋田県立病院機構（２） 静岡県立病院機構（３） 山梨県立病院機構（２）

本基準は必要に応じ評価委員会の協議により見直
すことができる。

この基準は、必要に講じて評価委員会で協議し改
正することができる。

中期目標期間評価 ※暫定評価を実施予定（３年経過時点）
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◆先行事例（都道

設置団体名

法人名（病院数）

評価基準の名称

上記規定の構成

（項目名）

基本的な考え方

趣旨

目的

基本方針

など

評価の種類

評価の方法

具体的方法

評価基準

など

(参考)評価の項目数

評価の進め方

評価の時期

スケジュール

など

特記事項

評価結果の活用

など

評価方法の見直し

規定

その他

１趣旨 １年度評価の基本 １趣旨

２評価の基本方針 ２実施方法 ２事業年度評価の基本方針
３評価の方法 ３事業年度評価の実施方法

４評価の進め方 ４事業年度評価のスケジュール
５その他 ５法人への勧告

６その他

(1) (1) 業務実績の全体について総合的な評価を行う。 (1)

(2)

(2) (2)

(3) (3)

(3) 法人の取組を社会に積極的にアピールする。

事業年度評価 事業年度評価 事業年度評価

中期目標期間評価 中期目標期間評価 中期目標期間評価

○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順

①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】

・小項目ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況をＡ～Ｃの３段階評価 ・小項目ごとの進捗状況をⅠ～Ⅳの４段階評価

Ｓ Ａ Ⅳ

Ａ Ｂ Ⅲ

Ｂ Ｃ Ⅱ

Ｃ Ⅰ

Ｄ ・上記自己評価に併せて特記事項欄に自由に

記載することができる。

②評価委員会の小項目別評価 ※小項目評価はなし ②評価委員会の小項目別評価

(①と同じ） (①と同じ）

・法人と評価が異なる場合は評価の判断理由を示す。

・必要に応じて特筆すべき点や改善すべき点等の

コメントを付す。

③評価委員会の大項目別評価 ※大項目評価はなし ③評価委員会の大項目別評価

大項目ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価 ・自己評価対象大項目に属する小項目について、

(①と同じ） 中期計画の小項目ごとに、年度計画の実施について

総合的に検証する。法人の自己評価と異なる結果の

場合にはその理由等を付す。

大項目ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
④評価委員会の全体評価 ②評価委員会の全体評価 ④評価委員会の全体評価

・上記①～③の結果を踏まえ記述式で総合的に評価 ・上記①を基に中期計画の進捗状況について ・上記①～③を踏まえＳ～Ｄの５段階により

・また必要があるときは、法人に対して業務運営の 総合的に判断し、記述式で評価 総合的に判断し、記述式で評価

改善その他の勧告をする。

６２項目 ２４８項目（５病院計） ６６項目

○業務実績報告書の提出【６月末】 記載なし ○業務実績報告書の提出【６月末】

○評価の実施【７～８月】 ○評価の実施【７～８月】

○意見申立機会の付与【８月】 ・業務実績報告書の説明、ヒアリング【７月】

○評価結果の決定【８月末】 ・評価結果（案）の決定【８月上旬～中旬】

○評価結果の通知及び報告、公表【９月】 ○意見申立機会の付与【８月中旬～下旬】

○評価結果の決定

○評価結果の通知及び報告、公表

○法人への勧告

評価方法の継続的な見直しを規定 記載なし 評価方法の継続的な見直しを規定

・ ・

県民への説明責任の観点から分かり易く示す。

中期計画の的確な把握のため、機構理事等からの
意見聴取を行う。

戦略性が高く意欲的な目標及び計画は、達成状況
の他に取組過程、内容等を適切に評価する。

中期目標期間中の法人の業務運営の改善・充実が
適切に進められるよう留意する。

年度計画を大幅に下回っている(60%以下)

計画に対し十分取組んでいる

計画に対する取組は十分でない

中期目標達成に向けての中期計画の進捗状況を評
定する。

改善すべき点を明らかにし、法人運営の質的向上
に資する。

特筆すべき進捗状況にある

順調な進捗状況にある

概ね順調な進捗状況にある

進捗がやや遅れている

進捗が著しく遅れており重大な改善事項がある

岐阜県病院関係地方独立行政法人の各事業年度に係る業
務の実績に関する評価実施要領

計画に対し十分取組み、成果も得られている 年度計画を上回っている（100%超）

地方独立行政法人神奈川県立病院機構の各事業年度の業
務の実績に関する評価の実施基準

年度評価実施要領

概ね年度計画どおり(90～100%)

年度計画を下回っている(60～90%)

神奈川県 長野県 岐阜県

神奈川県立病院機構（６） 長野県立病院機構（５） 岐阜県立総合医療センター（１）

年度評価の積み重ねが中期目標期間終了時におけ
る法人の自主的な組織及び業務全般の見直しや評
価の基礎になることに留意する。

この基準は必要に応じて評価委員会で審議し、改
正することができる。

この要領は、法人を取り巻く諸事情や事業年度評
価の実施結果等を踏まえ、必要に応じて見直し改
善を行うものとする。

重大な遅れがある

特筆すべき進捗状況

順調に進んでいる

概ね順調に進んでいる

やや遅れている
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◆先行事例（都道

設置団体名

法人名（病院数）

評価基準の名称

上記規定の構成

（項目名）

基本的な考え方

趣旨

目的

基本方針

など

評価の種類

評価の方法

具体的方法

評価基準

など

(参考)評価の項目数

評価の進め方

評価の時期

スケジュール

など

特記事項

評価結果の活用

など

評価方法の見直し

規定

その他

１趣旨 第１趣旨 １評価方針

２評価の基本方針 第２評価の目的 ２評価方法
３年度評価の実施方法 第３評価の種類等 ３項目別評価の具体的方法

４法人の自己評価 第４評価の方法 ４全体評価の具体的方法
５評価委員会による調査・分析・評価 第５評価結果の取扱等 ５年度評価の具体的な進め方とスケジュール

６年度評価の進め方 第６会議の公開等 ６その他

７その他 第７評価の方法の継続的な見直し
附則

(1) 年度評価は、法人の自己評価を基本とする。 ○ (1)

(2) 法人運営の質的向上に資する。

○ (2)

事業年度評価 ※中間評価を実施（必要に応じて） 事業年度評価 事業年度評価

中期目標期間評価 ※中間評価を実施（必要に応じて） 中期目標期間評価 中期目標期間評価

○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順

①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】

・小項目ごとの進捗状況をＡ＋～Ｄの５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況を１～５の５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況をⅠ～Ⅴの５段階評価

Ａ＋ 5 Ⅴ

Ａ 4 Ⅳ

Ｂ 3 Ⅲ

Ｃ 2 Ⅱ

Ｄ 1 Ⅰ

・法人は項目のウエイト付けをすることができる。 ・別表で判断の目安を規定 ・小項目ごとにウエイト付け

②評価委員会の項目別評価 ②評価委員会の小項目別評価 ②評価委員会の小項目別評価

・小項目ごとの進捗状況を１～５の５段階評価 (①と同じ） (①と同じ）

5

4

3

2

1

※大項目評価はなし ③評価委員会の大項目別評価 ③評価委員会の大項目別評価

大項目ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価 大項目ごとの進捗状況をＳ・Ａ～Ｄの５段階評価

s Ｓ

a Ａ

b Ｂ

c Ｃ

d Ｄ

・小項目ごとのウエイトを考慮

・ウエイトは法人が各項目の重要性を勘案し

あらかじめ設定

③評価委員会の全体評価 ④評価委員会の全体評価 ④評価委員会の全体評価

・上記①、②を踏まえ記述式で総合的に評価 ・上記③と同じ５段階評価を行い、記述式で評価 ・上記①～③の結果を踏まえて記述式で評価

・法人がウエイト付けを行っている場合は、 Ｓ

勘案して判断する。 Ａ

Ｂ

※留意点 Ｃ

・法人を取り巻く諸事情等を勘案し、総合的に判断 Ｄ

５６項目 ５０項目 ４４項目

○業務実績報告書の提出【６月末】 ○業務実績報告書の提出【６月末】 ○業務実績報告書の提出【６月末】

○評価の実施【７月】 ○評価の実施 ○評価の実施【７～８月】

・業務実績報告書の説明、ヒアリング ○意見申立機会の付与 ・業務実績報告書の説明、ヒアリング

・評価結果（案）の決定 ○知事は評価結果を議会へ報告 ・評価結果（案）の決定

○意見申立機会の付与【８月中旬】 ※評価の実施時期は 各事業年度 中期目標期間 ○意見申立機会の付与【８月下旬】

○知事は評価結果を議会へ報告【９月】 終了後の概ね５月以内 ○評価結果の決定

・法人へ通知、市長へ報告、公表【９月初旬】

○会議の公開等

○個人情報の取扱

○実施要領において以下を明記している

・評価する項目

・全体評価においてウエイト付けをして評価

○実施要領には特に規定していないが、中期目標期間の

２年目を経過した時点で、法人から中間報告の提出。

評価方法の継続的な見直しを規定 評価方法の継続的な見直しを規定 評価方法の継続的な見直しを規定

・ ・ ・

（③の平均値に大項目のウエイトを乗じて得た合計値）

要領であらかじめ大項目のウエイトを設定（判断の目安）

進捗は優れて順調（①の平均値が4.3以上）

進捗は順調（3.5以上4.2以下）

進捗は概ね順調（2.7以上3.4以下）

進捗はやや遅れている（1.9以上2.6以下）

進捗は遅れている（1.8以下）

年度計画を大幅に下回っている

特筆すべき進捗状況(特に認める場合)

年度計画を大幅に上回って実施

年度計画を上回って実施

年度計画を順調に実施

年度計画を十分に実施できていない

上回って実施

重大な改善事項あり(特に認める場合)

進捗は優れて順調（①の平均値が4.3以上）

進捗は順調（3.5以上4.2以下）

進捗は概ね順調（2.7以上3.4以下）

進捗はやや遅れている（1.9以上2.6以下）

進捗は遅れている（1.8以下）

計画どおり(全ての項目がⅢ～Ⅴ)

おおむね計画どおり(Ⅲ～Ⅴが９割以上)

やや遅れている(Ⅲ～Ⅴが９割未満)

重大な改善事項がある

上回る優れた成果を得た(120%以上)

所期を上回る成果を得た(100～120%未満)

所期の成果を得た(90～100%未満)

所期の成果を得られなかった(70～90%未満)

取組が行われていない(70%未満)

十分に実施していない（６割以上）

大幅に下回っている（６割未満）

特筆すべき進捗状況

大幅に上回って実施

十分に実施（概ね９割以上）

地方独立行政法人那覇市立病院の年度評価実施要領地方独立行政法人山口県立病院機構の業務の実績に関す
る評価の実施要領

地方独立行政法人佐賀県立病院好生館の各事業年度の業
務実績評価実施要領

概ね順調に進んでいる

やや遅れている

・中期目標項目第４と第５は評価せず、実績、差異等を記載。

順調に進んでいる

佐賀県 山口県 那覇市

那覇市立病院（１）佐賀県立病院好生館（１） 山口県立病院機構（２）

法人の業務運営の自主的、継続的な見直し、改善
を促す。

法人の業務の質の向上、運営の効率化、透明性の
確保等に資する。

年度評価は、中期目標・中期計画の達成に向けた
法人の事業の進行状況を確認する観点から行う。

年度評価の積み重ねが、中期目標期間終了時の法
人の自主的な組織や業務全般の見直しの基礎にな
ることに留意する。

本実施要領については、年度評価の実施結果等を
踏まえ、不断に見直し・改善を図るものとする。

本実施要領については、年度評価の実施結果を踏
まえ、必要に応じ、評価委員会の協議を経て見直
すことができるものとする。

評価方法等については、常に改善を図り、より良
い評価制度の構築に向けて、必要に応じ、随時見
直しを行うこととする。
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◆先行事例（都道

設置団体名

法人名（病院数）

評価基準の名称

上記規定の構成

（項目名）

基本的な考え方

趣旨

目的

基本方針

など

評価の種類

評価の方法

具体的方法

評価基準

など

(参考)評価の項目数

評価の進め方

評価の時期

スケジュール

など

特記事項

評価結果の活用

など

評価方法の見直し

規定

その他

１評価の具体的方法 １評価の基本方針 １項目別評価の具体的方法

２その他 ２評価の種類 ２全体評価の具体的方法
３年度評価の方法

４中期目標期間評価の方法
５評価の進め方

６評価結果の活用

なし (1) 多面的な観点から総合的に評価する。 なし

(2)

(3)

(4)

事業年度評価 事業年度評価 事業年度評価

中期目標期間評価 中期目標期間評価 中期目標期間評価

○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順

①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】

・小項目ごとの進捗状況を１～５の５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況を１～５の５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況を１～５の５段階評価

5 5 5

4 4 4

3 3 3

2 2 2

1 1 1

・法人は項目のウエイト付けをすることができる。 ・法人は項目のウエイト付けをすることができる。

②評価委員会の小項目別評価 ②評価委員会の小項目別評価 ②評価委員会の小項目別評価

(①と同じ） (①と同じ） (①と同じ）

③評価委員会の大項目別評価 ③評価委員会の大項目別評価 ③評価委員会の大項目別評価

大項目ごとの進捗状況をＳ・Ａ～Ｄの５段階評価 大項目ごとの進捗状況をＳ・Ａ～Ｄの５段階評価 大項目ごとの進捗状況をＳ・Ａ～Ｄの５段階評価

Ｓ Ｓ Ｓ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ Ｄ

あり （特に認めるもの） ※大項目ごとの小項目評価の評点の平均値

④評価委員会の全体評価 ④評価委員会の全体評価 ④評価委員会の全体評価

・上記①～③の結果を踏まえて記述式で評価 ・上記①～③の結果を踏まえて記述式で評価 ・上記①～③の結果を踏まえて記述式で評価

４２項目（ウエイトを考慮後５８項目） ２８項目 ２０項目（ウエイトを考慮後４５項目）

記載なし ○報告書の提出【年度終了時３ヶ月以内】 記載なし

○評価の実施

○意見申立機会の付与

○評価結果の通知及び報告

(1)

(2)

(3)

評価方法の継続的な見直しを規定 記載なし 記載なし

・

概ね順調に進んでいる（3～5が９割以上）

やや遅れている（3～5が９割未満）

重大な改善事項あり（特に認めるもの）

概ね計画どおり(2.3以上～2.6以下)

計画どおり(2.7以上～3.0以下)

重大な改善事項あり(1.8以下)

年度計画を大幅に上回って実施

年度計画を上回って実施

年度計画を順調に実施

年度計画を十分に実施できていない

年度計画を大幅に下回っている

特筆すべき進捗状況（特に認めるもの）

順調に進んでいる（全項目が3～5）

年度計画を大幅に下回っている

特筆すべき進捗状況(3.1以上)※

やや遅れている(1.9以上～2.2以下)

年度計画を大幅に上回って実施

年度計画を上回って実施

年度計画を順調に実施

年度計画を十分に実施できていない

順調に進んでいる（全項目が3～5）

概ね順調に進んでいる（3～5が９割以上）

やや遅れている（3～5が９割未満）

大幅に遅れている、重大な改善事項

年度計画を大幅に上回って実施

年度計画を上回って実施

年度計画を順調に実施

年度計画を十分に実施できていない

年度計画を大幅に下回っている

特筆すべき進捗状況（特に認めるもの）

地方独立行政法人神戸市民病院機構 年度評価実施要領 地方独立行政法人桑名市民病院の業務実績に関する評価
の基準

地方独立行政法人福岡市立病院機構 年度業務実績評価
実施要領

神戸市 桑名市 福岡市

福岡市立病院機構（２）桑名市民病院（１）神戸市民病院機構（２）

法人を取り巻く環境の変化等を踏まえ、必要に応
じて評価の方法を見直す。

中期目標・中期計画の達成状況や取組状況を市民
に分かりやすく示す。

業務運営の改善や効率化等の特色ある取組や様々
な工夫を積極的に評価する。

本実施要領については、法人を取り巻く環境変化
などを踏まえ、必要に応じて見直し、改善を図る
ものとする。

法人は評価結果を踏まえて、組織や業務運営等の
改善に取り組むものとする。

法人の業務継続の必要性及び組織のあり方等に関
する検討、次期中期目標及び次期中期計画の策定
の際には、中期目標期間の各年度の評価結果を活
用するものとする。
次期中期目標及び次期中期計画の策定に関して評
価委員会が意見を述べる際には、中期目標期間の
各年度の評価結果を踏まえるものとする。
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◆先行事例（都道

設置団体名

法人名（病院数）

評価基準の名称

上記規定の構成

（項目名）

基本的な考え方

趣旨

目的

基本方針

など

評価の種類

評価の方法

具体的方法

評価基準

など

(参考)評価の項目数

評価の進め方

評価の時期

スケジュール

など

特記事項

評価結果の活用

など

評価方法の見直し

規定

その他

第１評価方針 １評価の目的

第２評価方法 ２評価の方法
第３項目別評価の具体的方法 ３項目別評価の具体的方法

第４全体評価の具体的方法 ４全体評価
第５年度評価の具体的な進め方とスケジュール ５評価結果

第６その他 ６評価結果の反映

(1) ○

(2)

事業年度評価 事業年度評価

中期目標期間評価 中期目標期間評価 ※中間総括評価を実施予定

○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順 ○事業年度評価、中期目標期間評価とも以下の手順

①法人の自己評価【項目別評価】 ①法人の自己評価【項目別評価】

・小項目ごとの進捗状況を１～５の５段階評価 ・小項目ごとの進捗状況をⅠ～Ⅳの４段階評価

5 Ⅳ

4 Ⅲ

3 Ⅱ

2 Ⅰ

1

②評価委員会の小項目別評価 ②評価委員会の小項目別評価

(①と同じ） (①と同じ）

③評価委員会の大項目別評価 ③評価委員会の大項目別評価

大項目ごとの進捗状況をＳ・Ａ～Ｄの５段階評価 大項目ごとの進捗状況をＳ～Ｄの５段階評価

Ｓ Ｓ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

・

④評価委員会の全体評価 ④評価委員会の全体評価

・上記①～③の結果を踏まえて記述式で評価 ・上記①～③を踏まえＳ～Ｄの５段階により総合

的に判断し、記述式で評価

・全体評価においては次の点を積極的に評価する。

３２項目

○業務実績報告書の作成→提出【６月末まで】 記載なし

○評価委員会の調査・分析、聴取【７～８月】

○評価委員会の審議、評価（案）作成【７～８月】

○法人の意見申立の機会の付与【８月中下旬】

評価結果

(1)評価結果は法人に通知する。

(2)評価委員会は、必要があると認める時は、法人に

対して業務運営の改善その他の勧告を行う。

(3)評価委員会は、前２項における内容を知事に報告

するとともに、公表する。

評価方法の継続的な見直しを規定 記載なし

・

やや遅れている

重大な改善事項あり

年度計画を大幅に上回って実施

年度計画を上回って実施

年度計画を順調に実施

年度計画を十分に実施できていない

年度計画を大幅に下回っている

特筆すべき進捗状況

計画どおり進んでいる

概ね順調に進んでいる

大幅な見直し、改善が必要(Ｓと同じ)

年度計画を上回っている

年度計画を順調に実施している

年度計画を十分には実施していない

年度計画を大幅に下回っている、実施していない

公立大学法人三重県立看護大学の各事業年度の業務実績
評価実施要領

地方独立行政法人大牟田市立病院の年度評価実施要領

特に優れた実績(特に認めるもの)

順調に実施(小項目平均点2点以上)

概ね順調に実施(1.8～2点未満)

十分に実施していない(1.8点未満)

大牟田市 三重県

公立大学法人三重県立看護大学大牟田市立病院（１）

年度評価は、中期目標・中期計画の達成に向けた
法人の事業の進捗状況を確認する。

年度評価の積み重ねが、中期目標期間終了時にお
ける法人の自主的な組織や業務全般の見直しの基
礎となることに留意する。

法人の業務運営の改善・充実を促すことにより、
法人業務の質の向上、業務の効率化及び透明性の
確保に資することを目的に行う。

本実施要領については、年度評価の実施結果等を
踏まえ不断に見直し・改善を図るものとする。

小項目の評価ランクごとに、Ⅳを３点、Ⅲを
２点 Ⅱを１点 Ⅰを０点として小項目の平
均点を算出し 上記で評価する ただし Ⅱ
以下の小項目がある場合は Ａとしない

・教育研究等の質を向上する特色ある取組

・地域貢献等の社会に開かれた取組

・理事長野リーダーシップのもと 効率的

かつ戦略的な運営をめざした取組

○評価委員会で評価を決定後、市長へ報告【８月下旬】
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